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令和６年度共用品推進機構 事業報告

令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）６
月
、

理
事
会
、
評
議
員
会
の
書
面
審
議
に

よ
り
、
今
年
度
の
事
業
報
告
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
共
用
品
推
進
機
構
の

大
き
な
三
つ
の
事
業
に
つ
い
て
一
部

を
ご
報
告
し
ま
す
。

調
査
研
究

「
調
査
研
究
」
で
は
、
よ
り
多
く

の
人
々
が
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と

な
る
た
め
に
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
配
慮
・
考
慮
点
の
基
準
及
び
普
及

に
関
し
て
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

「
地
域
に
お
け
る
良
か
っ
た
こ
と

調
査
」
で
は
、
新
た
な
地
域
・
分
野

に
お
い
て
、「
医
療
機
関
に
お
け
る

良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
や
、「
合
理
的

配
慮
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
共
創
シ
ス
テ
ム
及
び

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
シ
ス
テ
ム
の

構
築
・
検
証
と
し
て
、「
ま
つ
り
企

画
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
や

「
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
等
を
行
い
ま
し
た
。

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
共
用
品

市
場
規
模
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
頁
で
報
告
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

公
開
中
で
す
。

標
準
化
の
推
進

「
標
準
化
の
推
進
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
行
っ
て
き
た
国
際
標
準
化
機
構

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）内
の
Ｔ
Ｃ
１
７
３（
福
祉

用
具
）
及
び
Ｔ
Ｃ
１
５
９（
人
間
工

学
）等
に
提
案
し
承
認
さ
れ
た
案
件

を
、
国
際
規
格
制
定
に
向
け
て
国
内

委
員
会
を
設
置
し
審
議
等
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
不
足
し
て
い
る
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン（
Ａ
Ｄ
）規
格
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
共
通
基
盤
規
格
、
デ

ザ
イ
ン
要
素
規
格
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
原
案
作

成
に
お
け
る
全
体
像
の
検
証
及
び
整

理
を
行
い
ま
し
た
。

新
規
に
開
発
し
た
共
用
サ
ー
ビ
ス

（
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
の
検

証
を
行
う
と
と
も
に
、
職
場
、
店
舗
、

消
費
者
窓
口
、
医
療
、
公
共
施
設
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
共
用
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
既
存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
各

種
ニ
ー
ズ
調
査
等
を
整
理
分
析
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
開
発
す
べ
き
共
用

サ
ー
ビ
ス
の
個
別
規
格
の
体
系
図
を

基
に
、
新
規
の
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
サ
ー

ビ
ス（
共
用
サ
ー
ビ
ス
）ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
検
討
を
関
係
す
る
業
界
団

体
等
と
連
携
し
て
行
う
と
と
も
に
共

用
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。

普
及
・
啓
発

「
普
及
・
啓
発
」
の
展
示
会
等
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
展
示
会
主
催
者
に
協

力
し
、
展
示
会
に
お
け
る
高
齢
者
・
障

害
者
配
慮
の
実
践
を
継
続
し
ま
し
た
。

ま
た
、
共
用
品
の
展
示
に
関
し
て
は
共

用
品
展
示
セ
ッ
ト
を
作
成
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
展
示
会
を
実
施
し
、よ

り
多
く
の
人
た
ち
に
共
用
品
及
び
共

用
品
の
考
え
方
の
普
及
を
継
続
し
て

行
い
ま
し
た
。
主
な
展
示
会
は
以
下
の

通
り
で
す
。

①
視
覚
障
害
者
向
け
総
合
イ
ベ
ン
ト

「
サ
イ
ト
ワ
ー
ル
ド
」（
東
京
都
墨

田
区
）

②
東
京
人
権
啓
発
企
業
連
絡
会
・
特

別
講
演
会
（
東
京
都
品
川
区
）

③
「
台
湾
福
祉
用
具
・
長
期
介
護
展
」

（
台
湾
台
北
市
）

④
全
日
本
盲
学
校
教
育
研
究
大
会
・

熊
本
大
会
で
共
用
品
教
材
セ
ッ
ト

の
初
回
（
熊
本
県
熊
本
市
）

令
和
６
年
度
も
ご
支
援
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
度
も
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

共用品市場規模
調査結果

https://www.kyoyohin.
org/ja/research/report_

marketscale.php

ワークショップなどのイメージ
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共用品市場規模　2024 年度調査報告
日本能率協会総合研究所　経営ソリューション研究部　凌

しのぎたつや

竜也

本
調
査
は
、
共
用
品
の
出
荷
額

ベ
ー
ス
の
市
場
動
向
を
把
握
す
る
た

め
に
、
１
９
９
６
年
に
経
済
産
業

省（
当
時
は
通
商
産
業
省
）
の
委
託

事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
以
来
現

在
に
至
る
ま
で
共
用
品
推
進
機
構
に

よ
っ
て
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
き

た
、国
内
唯
一
の
共
用
品
市
場
規
模

に
関
す
る
定
点
調
査
で
あ
る
。

調
査
対
象
と
手
法

調
査
開
始
当
初
に
検
討
し
た
考
え

方
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
対
象
品
目

約
30
品
目
に
つ
い
て
、
２
０
２
３
年

度
の
共
用
品
国
内
出
荷
額
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
手
法
は
、

対
象
品
目
の
製
造
企
業
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
、
公
的
統

計
、
業
界
団
体
調
査
統
計
等
も
活
用

し
、
推
計
値
を
と
り
ま
と
め
た
。

今
年
度
の
結
果
・
傾
向

２
０
２
３
年
度
の
共
用
品
市
場

規
模
金
額
は
、３
兆
１
６
８
８
億
円

と
推
計
さ
れ
、
前
年
比
で
０
．
５
％

（
１
５
１
億
円
）
増
と
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
っ
た
が
、４
年
連
続
で
全
体
金

額
は
上
昇
し
た
。

個
別
の
品
目
の
状
況
に
つ
い
て
、

出
荷
額
の
上
位
か
ら
み
る
と
、
最
も

金
額
が
大
き
く
全
体
出
荷
額
の
１
／

３
以
上
を
占
め
る
「
家
庭
電
化
機
器

（
１
兆
１
１
２
５
億
円
：
▲
２
．６
％
、

３
０
２
億
円
減
）」
は
全
体
で
は
出

荷
額
を
わ
ず
か
に
減
ら
し
た
。
５
月

に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移

行
し
、消
費
者
の
旅
行
や
外
食
等
の

サ
ー
ビ
ス
へ
の
志
向
が
高
ま
る
一
方
、

物
価
高
騰
に
よ
る
節
約
志
向
も
影
響

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
外
出
機
会
の

増
加
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
で
出
荷

額
を
伸
ば
し
た
電
気
シ
ェ
ー
バ
ー
の

よ
う
に
例
外
を
除
き
、
多
く
は
ほ
ぼ

横
ば
い
か
微
減
で
推
移
し
た
。

品
目
別
の
出
荷
額
で
は
２
番
手
と

な
る「
ビ
ー
ル
・
酒（
５
３
５
６
億
円
：

６
．９
％
、３
４
５
億
円
増
）」
に
つ

い
て
は
、ビ
ー
ル
系
飲
料（
ビ
ー
ル
、

発
泡
酒
、新
ジ
ャ
ン
ル
）で
、
単
価
の

高
い
ビ
ー
ル
の
需
要
が
、
猛
暑
の
影

響
や
10
月
か
ら
の
酒
税
改
正
の
減
税

効
果
も
あ
っ
て
数
量
を
伸
ば
し
た
。

対
照
的
に
新
ジ
ャ
ン
ル
は
増
税
と

な
っ
た
こ
と
で
、
出
荷
額
を
大
き
く

落
と
し
た
。
一
方
で
ビ
ー
ル
系
以
外

の
ジ
ャ
ン
ル（
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
等
）

は
、コ
ロ
ナ
禍
以
来
の
家
飲
み
の
定

着
等
を
背
景
に
堅
調
に
出
荷
額
を
伸

ば
し
、ビ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
全
体
金

額
の
引
き
上
げ
に
貢
献
し
た
。

上
記
に
次
い
で
高
い
出
荷
額
と

な
っ
て
い
る「
住
宅
設
備（
３
４
１
７
億

円
：
４
．１
％
、１
６
０
億
円
増
）」に
つ

い
て
は
、新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
減
少

を
続
け
る
中
、原
材
料
費
高
騰
に
よ
る

メ
ー
カ
ー
の
価
格
転
嫁
が
進
ん
だ
こ

と
等
に
よ
り
、出
荷
額
を
増
や
し
た
。

今
後
の
調
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て

市
場
規
模
調
査
の
対
象
品
目
は
、

２
０
１
８
年
度
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
タ

ク
シ
ー
を
最
後
に
新
た
な
品
目
は
追

加
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
対

象
と
し
て
い
な
か
っ
た
品
目
領
域
の

中
で
、
共
用
品
と
し
て
の
配
慮
が
普

及
す
る
こ
と
で
生
活
に
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
代
表
と

し
て
、
前
回
報
告
書
で
は
、
Ｐ
Ｃ
や

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
等
の
Ｉ
Ｔ
機
器
に
つ

い
て
の
周
辺
情
報
を
紹
介
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
情
報
技
術
を
基
盤

と
す
る
分
野
と
し
て
は
、
た
と
え
ば

「
セ
ル
フ
レ
ジ
機
」「
電
子
書
籍
」「
宅

配
ボ
ッ
ク
ス
」
等
が
あ
り
、
一
方
で

「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
切
欠
き
の
配
慮
」

の
よ
う
に
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
関
連
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
も
登
場
す
る
、

馴
染
み
深
い
品
目
も
存
在
す
る
。

実
際
に
出
荷
額
と
し
て
報
告
す
る

た
め
に
は
、各
種
調
査
に
よ
る
説
明

力
の
あ
る
情
報
収
集
に
加
え
、品
目

に
よ
っ
て
は
共
用
品
と
な
る
た
め
の

配
慮
点
を
定
義
付
け
す
る
こ
と
も
必

要
に
な
る
が
、調
査
実
施
の
目
的
の
達

成
へ
の
貢
献
の
視
点
か
ら
、新
た
な
品

目
を
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市場規模金額の推移
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５
月
30
・
31
日
、
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

（
東
京
都
港
区
）に
て
イ
ベ
ン
ト
「
と
も

と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
～
迎
賓
館
か

ら
は
じ
ま
る
共
生
社
会
～
」（
内
閣
府

主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

き
っ
か
け

き
っ
か
け
は
昨
年
10
月
、
イ
タ
リ
ア

で
行
わ
れ
た
Ｇ
７
「
包
摂
と
障
害
に
関

す
る
担
当
大
臣
会
合
」
に
出
席
さ
れ
た

三み
は
ら原
じ
ゅ
ん
子こ

特
命
大
臣
が
、
会
期
中

に
行
わ
れ
た
、
共
生
社
会
を
表
現
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
感
銘
を
受
け
、
国
内
で
の

開
催
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
、
共
に
考

え
、
共
に
準
備
し
、
共
に
楽
し
み
な
が

ら
相
互
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

準
備内

閣
府
障
害
者
施
策
担
当
部
門
に
、

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
企
画
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
「
特
別
な
雰

囲
気
の
あ
る
環
境
」
で
の
実
施
を
目
指

し
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
の
前
庭
と
決
ま
り

ま
し
た
。
公
募
に
よ
り（
株
）Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

運
営
事
業
者
と
な
り
、

全
体
構
成
、
ブ
ー
ス
の

配
置
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
の
設
置
、
情
報
保
障

の
手
配
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
、
各
種
広
報

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

短
期
間
で
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

当
機
構
は
、
前
身
で
あ
る
市
民
団
体

Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
代
に
、「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
は
銀
座
か
ら
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
イ
ベ
ン
ト
を
銀
座
界
隈
15
か

所
で
２
週
間
行
っ
た
経
験
を
思
い
出

し
、
企
画
段
階
か
ら
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

機
構
で
は
、
実
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
る
前
に
、
会
場
と
な
る
迎
賓
館
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
印
象
は
、
都
会
の
真

ん
中
に
あ
る
、
と
て
も
落
ち
着
い
た
、

ま
る
で
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
空
間
で
、

こ
の
場
所
で
過
ご
す
二
日
間
は
、
誰
に

と
っ
て
も
高
揚
感
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
会
場
と
な
る
前
庭

は
、
一
面
10
セ
ン
チ
角
の
石
畳
が
敷
き

詰
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
車
椅
子
を
使

用
す
る
方
々
に
と
っ
て
は
、
前
輪
が
溝

に
は
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
配
慮
が
必

要
で
し
た
。
ま
た
、
多
機
能
ト
イ
レ
も
、

来
場
者
の
想
定
数
に
対
し
て
は
不
足
す

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

対
策多

機
能
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
日
本

ト
イ
レ
協
会
か
ら
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
普
通
車
で
け
ん

引
で
き
る
多
機
能
ト
イ
レ
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

石
畳
に
は
真
っ
赤
な
パ
ン
チ
カ
ー

ペ
ッ
ト
が
敷
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
車

椅
子
使
用
者
で
あ
る
実
行
委
員
会
と
実

行
部
隊
で
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
が
、
事
前
に
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
仮
設
し
た
動
線
を
確
認
し
、
何
と
か

前
輪
が
溝
に
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル

出
展
者
、
出
演
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
に
、「
知
っ
て
お
い
て
ほ
し

い
こ
と
」
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

を
申
し
出
て
、
作
成
し
ま
し
た
。
同
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
各
障
害
の
特
徴
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を

取
り
上
げ
、
事
前
の
説
明
会
で
紹
介
、

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

～
迎
賓
館
か
ら
は
じ
ま
る
共
生
社
会
～

知っておいてほしいこと
マニュアル

ともともフェスタ 2025 チラシ
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初
日30

日
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

石い
し
ば
し
げ
る

破
茂
内
閣
総
理
大
臣
、
小こ
い
け池
百ゆ

り

こ
合
子

東
京
都
知
事
、
三み
は
ら原
じ
ゅ
ん
子こ

特
命
大

臣
、
そ
し
て
障
害
当
事
者
を
代
表
し
て

大お
お
こ
う
ち

河
内
直な
お
ゆ
き之
氏
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

意
義
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
石
破
総
理
は
「
障
害
者
へ
の

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
は
社
会

の
責
務
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
「
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
を
作

り
上
げ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
開

催
を
、
相
互
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
三
原
大
臣

は
、
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
を

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ

ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
や
音
楽
、
お
笑
い

ラ
イ
ブ
、
落
語
、
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
モ
ニ

タ
ー
に
よ
る
手
話
通
訳
や
字
幕
表
示
を

行
い
ま
し
た
。

ブ
ー
ス

展
示
ブ
ー
ス
に
は
30
の
団
体
が
出
展

し
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
楽
し

め
る
お
も
ち
ゃ「
共
遊
玩
具
」で
の
キ
ッ

ズ
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
や
、
聞
こ
え
な
い

Ｖ
Ｒ
体
験
、
聴
導
犬
体
験
、
手
話
教
室
、

メ
イ
ク
教
室
、
ボ
ッ
チ
ャ
や
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
体
験
な
ど
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
ク
ラ
ウ
ン
協
会

の
ピ
エ
ロ
達
が
会
場
内
を
巡
り
、ま
た
、

大
阪
・
関
西
万
博
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
も
登
場
し
、
皆
を
和

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
大
粒
の
雨
が
叩
き
つ
け
、

気
温
も
下
が
り
、
予
想
以
上
に
困
難
な

状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、「
と
も
に
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
」
は
、
様
々
な
立
場
の

人
た
ち
が
と
も
に
声
を
掛
け
合
い
、「
自

ら
」
楽
し
む
こ
と
の
大
切
さ
の
気
付
き

に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。櫻さ

く
ら
い井
眞ま

き季

日本ホスピタル・クラウン協会のピエロ達

ステージプログラム

オープニングセレモニーの様子

ブースの様子
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ともともフェスタ 2025 共用品推進機構・杉並区合同ブース

と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
で

は
共
用
品
推
進
機
構
も
ブ
ー
ス
出
展

を
行
い
ま
し
た
。誰
も
が
共
に
生
き
、

共
に
楽
し
め
る
「
共
生
社
会
」
の
実

現
を
す
る
た
め
の
合
理
的
配
慮
を

テ
ー
マ
に
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル

展
示
す
る
に
あ
た
り
、
パ
ネ
ル
は

杉
並
区
と
制
作
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
合
理
的
配
慮
っ
て
何
だ
ろ
う
？
』

を
参
考
に
し
ま
し
た
。
合
理
的
配
慮

を
提
案
サ
イ
ド
と
実
施
サ
イ
ド
が

端
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
中
央

の
丘
を
登
っ
て
い
き
、
頂
上
の
「
対

話
の
丘
」
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
対

話
の
丘
で
は
、
共
に
解
決
策
を
検
討

し
、
合
意
し
た
解
決
策
か
ら
共
用
品

が
生
ま
れ
て
く
る
流
れ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

展
示
製
品

展
示
し
た
共
用
品
は
、
か
し
わ

餅
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に

あ
る
指
差
し
シ
ー
ト
、
紙
パ
ッ
ク
飲

料
、
高
台
に
溝
が
あ
り
持
ち
や
す
い

汁
椀
、
左
利
き
・
右
利
き
・
兼
用
の

ト
ラ
ン
プ
、
片
手
で
紙
が
切
れ
る
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
音

声
で
薬
の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
軽
い
力
で
開
く
ダ

ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ

グ
、
ア
ル
コ
ー
ル
缶
飲
料
、
シ
ャ
ン

プ
ー
・
リ
ン
ス
・
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
容
器
、

絵
本
『
て
ん
じ
つ
き 

さ
わ
る
え
ほ

ん 

ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い
』
と
絵
本
に

出
て
く
る
モ
ノ
の
立
体
模
型
、
家
庭

用
ラ
ッ
プ
、
一
体
オ
セ
ロ
、
玩
具（
紙

パ
ッ
ク
飲
料
、
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン

ス
）等
、
約
20
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
製
品
だ
け
で
な
く
公
共
ト

イ
レ
の
ボ
タ
ン
配
置
や
身
長
の
高
低

に
か
か
か
わ
ら
ず
取
り
や
す
い
縦
並

び
の
商
品
配
列
の
提
案
を
ミ
ニ
チ
ュ

ア
サ
イ
ズ
で
展
示
し
ま
し
た
。

二
日
間
と
も
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
沢
山
の
来
場
者

が
共
用
品
を
手
に
取
り
「
へ
ー
、
そ

う
な
ん
だ
」「
そ
う
そ
う
」
と
熱
心
に

説
明
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
春
風
亭
昇
吉

師
匠
の
落
語
を
聴
い
て
、
展
示
品
の

さ
わ
っ
て
わ
か
る
絵
本
『
ま
ん
じ
ゅ

う
こ
わ
い
』
を
見
に
来
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

屋
外
で
の
展
示
は
今
回
が
初
め
て

で
し
た
が
、
今
後
も
様
々
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
展
示
を
す
る
こ
と

で
多
く
の
人
に
共
用
品
を
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田た
く
ぼ窪
友と
も
か
ず和
・
関せ
き
ど戸
菜な

み美

『合理的配慮って？』パネル

展示の様子

来場者の様子

ミニチュアサイズの公共トイレのボタン配置
（写真左）、縦並びに変えた商品配列（同右）
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インクルーシブを “ 遊び心 ” から─ Deaf VR と音感字の実験─
株式会社シー・エヌ・エス　牧

まきむら

村正
まさつぐ

嗣

１
．
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
と
は

『
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
』
は
、
聞
こ
え
づ
ら

さ
を〝
体
感
〟で
き
る
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、た
と
え
ば

「
名
前
を
呼
ば
れ
て
も
気
づ
け
な
い
」

「
背
後
か
ら
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え

な
い
」「
テ
レ
ビ
の
音
が
雑
音
に
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
」―
―
そ
ん
な〝
聞
こ
え
に

く
さ
〟の
リ
ア
ル
を
、視
覚
効
果
と
振

動
を
通
し
て
再
現
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
「
当
た
り
前
」
と
思
っ
て

い
る
音
の
あ
る
世
界
が
、実
は
と
て
も

限
ら
れ
た
体
験
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

て
も
ら
う
た
め
に
、あ
え
て〝
音
の
な
い

感
覚
〟に
身
を
置
い
て
も
ら
う
。『
Ｄ
ｅ

ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
』
は
、そ
う
し
た「
共
感
の
入

り
口
」
を
つ
く
る
た
め
の
試
み
で
す
。

２
．
開
発
の
き
っ
か
け
、
実
績

き
っ
か
け
は
、私
自
身
の
娘
が
先
天

性
の
難
聴
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
て
ん
か
ん
や
発

達
の
遅
れ
、身
体
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
な
ど
複
数
の
困
難
が
重
な
っ

て
お
り
、遺
伝
子
検
査
の
結
果
、世
界

で
12
例
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
希

少
な
症
例
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、難
聴
と
重
な
っ

て
い
る
の
は
娘
た
だ
ひ
と
り
―
―
。
ど

う
育
て
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
寄
り

添
っ
た
ら
い
い
の
か
。
正
解
が
な
い
中

で
私
が
出
し
た
答
え
の
ひ
と
つ
が
、『
Ｄ

ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
』
の
開
発
で
し
た
。

「
彼
女
の
世
界
を
、自
分
自
身
も

〝
体
験
〟し
て
み
た
い
」
―
―
そ
れ
が

原
点
で
す
。

２
０
１
８
年
夏
に
ロ
ー
ン
チ
し
て

以
来
、教
育
機
関
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

展
示
を
通
じ
て
１
５
０
０
人
以
上
が

体
験
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
難
聴
者
の
世
界
を

Ｖ
Ｒ
で
体
験
」
で
も
特
集
さ
れ
、
世

の
中
の
関
心
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て

い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

３
．
と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

で
の
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ

こ
の
た
び
参
加
し
た
と
も
と
も
フ
ェ

ス
タ
で
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り

ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
を
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
方
々
の
中
に
は
、
障

害
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た

と
い
う
方
も
多
く
、「
初
め
て〝
聞
こ

え
な
い
〟感
覚
を
意
識
し
た
」
と
感
想

を
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
外
し
た
あ
と
に

見
せ
る
表
情
や
沈
黙
に
、
私
は
毎
回
、

小
さ
な
変
化
が
生
ま
れ
る
瞬
間
を
見

つ
け
て
い
ま
す
。

天
気
は
悪
く
て
も
、
心
の
中
に
残
る

時
間
は
、と
て
も
温
か
い
も
の
で
し
た
。

４
．
今
後
の
展
開

Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
は
、
単
な
る
教
育

ツ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
聞
こ
え

な
い
人
が
困
っ
て
い
る
」
こ
と
を
知

る
だ
け
で
な
く
、「
聞
こ
え
る
人
が
ど

う
関
わ
れ
る
か
」
を
考
え
る
き
っ
か

け
を
つ
く
る
装
置
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
、

・
学
校
や
企
業
研
修
で
の
活
用

・
視
覚
・
触
覚
に
特
化
し
た
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
と
の
連
携

・
難
聴
者
や
ろ
う
者
と
の
共
創
に
よ

る
改
善
・
発
展

な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、『
Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
』
を
も
と

に
し
た
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

「
音お

と
か
ん
じ

感
字
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
音
を〝
見
え
る
言
葉
〟で

表
現
す
る
こ
と
で
、
音
の
あ
る
世
界

と
な
い
世
界
を
つ
な
ぐ
試
み
で
す
。

擬
音
語
や
色
・
動
き
な
ど
を
使

い
、
音
を
「
想
像
で
き
る
」
か
た
ち
に

し
て
い
く
辞
典
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し

な
が
ら
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
ま
す
。

い
ま
の
社
会
に
は
、「
気
づ
け
な
い

こ
と
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で

も
、
気
づ
い
た
そ
の
瞬
間
か
ら
、
優

し
さ
や
共
感
が
始
ま
る
と
、
私
は
信

じ
て
い
ま
す
。

Ｄ
ｅ
ａ
ｆ 

Ｖ
Ｒ
や
音
感
字
が
、
そ

の
「
気
づ
き
」
の
最
初
の
一
歩
に
な
れ

た
ら
―
―
そ
れ
が
、
私
の
願
い
で
す
。 Deaf VR 体験の様子
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２
０
２
５
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た

「
と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

で
、
ユ
ニ
コ
ー
ン
はeBO

CCIA

の

体
験
ブ
ー
ス
を
出
展
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
記
事
で
は
、

eBO
CCIA

の
ご
紹
介
と
、
と
も
と
も

フ
ェ
ス
タ
で
の
体
験
の
様
子
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

eBO
CCIA

の
開
発
の
き
っ
か
け

ボ
ッ
チ
ャ
は
身
体
障
害
者
の
た
め

に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
多
く
の
方
が
楽
し
ま
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
の
力
で
ボ
ー
ル

を
投
げ
る
、
転
が
す
こ
と
が
困
難
な

重
度
の
身
体
障
害
の
方
に
と
っ
て

は
参
加
し
に
く
い
ス
ポ
ー
ツ
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、「
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
ボ
ッ
チ
ャ
が
し
た
い
」
と
い
う
重

度
障
害
の
お
子
さ
ん
の
願
い
か
ら

eBO
CCIA

の
開
発
は
始
ま
り
ま
し

た
。こ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

視
線
入
力
や
ス
イ
ッ
チ
操
作
な
ど
の

多
様
な
入
力
方
法
を
取
り
入
れ
、
誰

も
が
競
技
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

販
売
を
開
始
し
た
２
０
２
４
年
以

降
、eBO

CCIA

は
全
国
に
導
入
が

進
み
、
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
な
ど
で
多

く
の
方
々
に
体
験
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
広
島
県
ボ
ッ
チ
ャ

協
会
主
催
の
大
会
に
お
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
出
場
し
たeBO

CCIA

の

チ
ー
ム
が
手
投
げ
選
手
に
勝
利
す
る

活
躍
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

誰
も
が
参
加
で
き
るeBO

CCIA
eBO

CCIA

は
、
障
害
の
有
無
に
関

係
な
く
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
ボ
ッ

チ
ャ
を
実
現
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の

た
め
にeBO

CCIA
は
様
々
な
手
段

で
競
技
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
例
え
ば
、
身
体
の
わ

ず
か
な
動
き
を
受
け
取
れ
る
入
力
機

器
や
、
目
線
の
動
き
で
操
作
で
き
る

視
線
入
力
な
ど
、
操
作
す
る
方
の
状

態
に
応
じ
て
操
作
方
法
を
選
択
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
入
力
方
法
は
、

eBO
CCIA

を
使
っ
て
い
る
当
事
者

の
声
を
反
映
し
て
改
良
さ
れ
て
お

り
、
み
な
さ
ん
が
自
分
に
最
適
な
方

法
で
競
技
を
楽
し
め
る
よ
う
に
進
化

を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
にeBO

CCIA

の
も
う
ひ
と

つ
の
特
長
と
し
て
、
遠
隔
で
操
作
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
外
出
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
で
も
、
遠
く
離
れ
た

地
域
の
方
で
も
、
自
宅
や
病
院
な
ど

か
ら
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
今
後
は
、
障

害
の
有
無
や
住
ん
で
い
る
場
所
と

い
っ
た
垣
根
を
超
え
た
競
技
の
場
が

広
が
っ
て
い
く
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

「
と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

で
は
、eBO

CCIA

の
体
験
ブ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
に
実

際
に
視
線
入
力
や
ス
イ
ッ
チ
操
作
、

ゲ
ー
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
し

て
の
ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
開
発
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
重
度
障
害
の
お
子
さ

ん
が
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
り
、
参
加
さ
れ
た
方
に
上
手
な
操

作
の
様
子
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
来
場
者
の
方
々
は
、
身
体
的

な
制
約
が
あ
っ
て
も
、
誰
で
も
ボ
ッ

チ
ャ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
驚
き
、
感
動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。と

も
と
も
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

eBO
CCIA

が
提
供
す
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
く
の
人
々
に
届

け
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
で
も

あ
る
「
共
生
社
会
」、
そ
れ
を
私
達

はeBO
CCIA

や
様
々
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
通
じ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
ま
す
。

誰もが参加できる新たなボッチャのかたち
〜ともともフェスタ 2025 に参加して〜

株式会社ユニコーン　引
ひ き じ

地晶
あきひさ

久

eBOCCIA 体験ブースの様子
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トイレを気にせず外出できる社会を目指して
―モバイルトイレ―

トヨタ自動車株式会社  CJP 企画部　内
う ち や ま だ

山田はるか

２
０
２
５
年
５
月
30
と
31
日
、
迎

賓
館
赤
坂
離
宮
で
開
か
れ
た
「
と
も

と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
に
、
自

社
で
開
発
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
車
両
「
モ
バ
イ
ル
ト
イ
レ
」
を
１

台
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

モ
バ
イ
ル
ト
イ
レ
と
は

モ
バ
イ
ル
ト
イ
レ
と
は
、
移
動
型

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
で
す
。
特
徴
は
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
使
え
る
と

い
う
こ
と
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ

う
な
仕
様
で
す
。

■
い
つ
で
も
：
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

平
時
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
使
用
も
可
能

■
ど
こ
で
も
：
普
通
免
許
で
け
ん
引

移
動
で
き
設
営
撤
去
が
簡
単

■
だ
れ
で
も
：
介
助
用
ベ
ッ
ド
や
ス

ロ
ー
プ
等
を
備
え
て
お
り
車
椅
子
を

含
め
た
多
く
の
方
が
利
用
可
能

稼
働
に
は
１
５
０
０
Ｗ
以
上
の
電

力
と
洗
浄
１
回
当
た
り
０
．
５
リ
ッ

ト
ル
の
水
が
必
要
で
す
が
、
電
源
が

無
い
場
合
で
も
け
ん
引
す
る
電
動
車

か
ら
の
給
電
で
ト
イ
レ
を
動
か
す
こ

と
が
可
能
で
す
。

き
っ
か
け
は
車
椅
子
高
校
生
の
声

企
画
の
始
ま
り
は
２
０
１
９
年
、

と
あ
る
車
椅
子
の
高
校
生
の
つ
ぶ
や

き
で
し
た
。「
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
、も
っ

と
気
軽
に
外
出
が
で
き
る
の
に
」。

健
常
者
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
気
に

す
る
こ
と
の
な
い
ト
イ
レ
が
、
障
が

い
者
に
と
っ
て
は
外
出
の
障
壁
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
、
動
く
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

車
椅
子
利
用
者
と
介
助
者
、
運
用

者
と
な
り
そ
う
な
行
政
関
係
者
な

ど
の
意
見
を
聞
い
て
改
善
を
重
ね
、

２
０
２
４
年
夏
に
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。

能
登
半
島
地
震
と
関
心
の
高
ま
り

同
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で
、
試
作

車
１
台
を
石
川
県
能
登
町
と
珠
洲
市

の
避
難
所
に
提
供
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
障
が
い
者
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
や
子
供
連
れ
も
、
ト
イ

レ
の
段
差
や
、
個
室
の
広
さ
な
ど
に

苦
労
し
て
い
る
と
い
う
話
を
多
く
耳

に
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
影
響
も
あ
っ
て
か
、

自
治
体
を
中
心
に
25
年
度
末
ま
で
に

全
国
で
20
台
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で

す
。
保
有
自
治
体
間
で
、
災
害
時
に

車
両
を
提
供
し
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
一
層
の
普
及
を
目
指
し
て

一
方
で
、
我
々
は
も
う
少
し
欲
張

り
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
が

「
平
時
か
ら
社
会
の
中
で
普
通
に
使

わ
れ
る
一
般
設
備
」
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
キ
ー
と
な
る
の

は
平
時
の
稼
働
率
の
向
上
で
す
。
導

入
に
際
し
て
平
時
の
活
用
方
法
を

広
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
私
た
ち

も
、
就
労（
農
福
連
携
）や
教
育（
特

別
支
援
学
校
の
校
外
学
習
）の
場
で

の
活
用
な
ど
、
い
く
つ
か
の
実
証
実

験
を
通
し
て
可
能
性
を
探
索
し
て
い

ま
す
。

と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て

今
回
参
加
の
機
会
を
い
た
だ
い
た

と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
に
、
私
た
ち
は

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
同

様
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
イ
ベ
ン
ト

が
国
内
の
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
、

そ
こ
に
は
当
た
り
前
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
が
あ
る
と
い
い
な
、
と

思
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
困
ら
ず
に
外
出
を
す

る
、
就
労
を
す
る
、
教
育
を
受
け
る
、

避
難
方
法
を
選
ぶ
な
ど
、
本
来
ど
れ

も
す
べ
て
の
人
が
当
た
り
前
に
享
受

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
、
私
た
ち
も

少
し
で
も
貢
献
し
て
行
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

モバイルトイレ

モバイルトイレ製品HP
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包容性のある公共空間づくりを目指して──花博公園共用品実地調査報告

社団法人台湾共用品普及協会　藍
らん

佩
ぺいじゅん

君

台
湾
共
用
品
普
及
協
会
は
、
日
本

の
共
用
品
推
進
機
構
に
触
発
さ
れ
、

障
害
者
や
高
齢
者
を
含
む
多
様
な

人
々
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
目
的
に

２
０
２
５
年
３
月
８
日
に
正
式
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
本
調
査
は
、
そ
の
一

環
と
し
て
台
北
市
の
花
博
公
園
お
よ

び
周
辺
施
設
に
お
い
て
、「
良
か
っ

た
こ
と
調
査
」
の
手
法
を
用
い
た

フ
ィ
ー
ル
ド
リ
サ
ー
チ
を
実
施
し
た

も
の
で
す
。

花
博
公
園
は
、
展
示
館
、
商
業
施

設
、
福
祉
用
具
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
擁

し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
が
進
ん
だ

公
共
空
間
で
す
。
調
査
で
は
、
視
覚
・

聴
覚
・
身
体
・
精
神
障
害
者
お
よ
び

高
齢
者
な
ど
１
０
３
名
が
参
加
し
、

交
通
手
段
、
施
設
利
用
、
案
内
表
示
、

ス
タ
ッ
フ
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
体

験
を
共
有
し
ま
し
た
。

回
答
者
の
多
く
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
お
り
、
全
体
の
94
．

２
％
が
ス
ム
ー
ズ
な
ア
ク
セ
ス
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
情
報
表

示
の
分
か
り
づ
ら
さ
や
動
線
の
不
明

瞭
さ
、
ス
タ
ッ
フ
の
場
所
が
把
握
し

づ
ら
い
と
い
っ
た
課
題
も
浮
き
彫
り

と
な
り
ま
し
た
。
補
助
具
の
利
用
状

況
で
は
約
３
割
が
使
用
し
て
お
ら

ず
、
日
常
の
外
出
頻
度
も
個
人
差
が

大
き
く
、
社
会
参
加
の
格
差
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

「
良
か
っ
た
こ
と
」
と
し
て
最
も

多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
清
潔
な
ト

イ
レ
、
親
切
な
ス
タ
ッ
フ
、
福
祉
用

具
セ
ン
タ
ー
の
専
門
性
、
空
間
の
快

適
さ
、
明
確
な
表
示
な
ど
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
の
安

心
感
や
満
足
度
を
高
め
る
重
要
な
要

素
で
す
。

障
害
種
別
に
応
じ
た
分
析
で
は
、

身
体
障
害
者
か
ら
は
ス
ロ
ー
プ
や
歩

道
整
備
の
不
備
、
視
覚
障
害
者
か
ら

は
点
字
・
音
声
案
内
不
足
、
聴
覚
障

害
者
か
ら
は
字
幕
や
筆
談
対
応
の

欠
如
、
精
神
障
害
者
か
ら
は
過
度
な

刺
激
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
不
足
、
高
齢

者
か
ら
は
情
報
理
解
の
困
難
や
身
体

的
負
担
へ
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
各

利
用
者
か
ら
は
環
境
調
整
や
情
報

支
援
、
ス
タ
ッ
フ
研
修
の
必
要
性
な

ど
、
具
体
的
な
改
善
提
案
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

調
査
を
通
じ
、
花
博
公
園
は
全
体

的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
が
高
く
、
共

用
品
の
理
念
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
利
用
者
の
多
様
性
に
応
じ
た

細
部
の
改
善
余
地
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
「
良
か
っ
た
こ
と
」
を

積
極
的
に
収
集
・
共
有
し
、
単
な
る

「
不
便
の
解
消
」
に
留
ま
ら
な
い
、
前

向
き
な
デ
ザ
イ
ン
と
運
営
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
調
査
は
、
台
湾
に
お
け
る
共
用

品
推
進
の
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
、
他

の
公
共
空
間
や
施
設
へ
の
応
用
可
能

性
を
示
す
重
要
な
先
例
と
な
り
ま
し

た
。
高
齢
社
会
と
多
様
性
社
会
が
進

展
す
る
中
で
、
共
用
品
の
理
念
が
社

会
全
体
に
浸
透
す
る
た
め
の
一
助
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

台北市の花博公園および周辺施設での実地調査
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キーワードで考える共用品講座 第１４７講
「共用品の普及における『初』の意義」

日本福祉大学 客員教授・共用品研究所 所長　後
ご と う

藤芳
よしかず

一

共
用
品
は
不
便
さ
対
応
の
新
し
い
あ

り
方
を
提
案
・
普
及
す
る
取
組
み
だ
っ

た
。
よ
っ
て
活
動
の
多
く
が
社
会
に
も

共
用
品
関
係
者
に
も
「
初
」
だ
っ
た
。

取
組
み
に
よ
る
社
会
の
変
化
が
普
及
活

動
の
次
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
と

い
う
相
互
作
用
で
進
ん
で
き
た
。

１
．「
概
念
」
を
創
る

共
用
品
推
進
機
構
の
前
身
の
一
つ
で

あ
る
Ｒ
Ｉ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
始

め
た
の
は
１
９
７
２
年
、
同
グ
ル
ー
プ

は
82
年
に
世
界
に
先
駆
け
て
「
グ
レ
ー

の
部
分
」
を
提
唱
し
た
。
そ
の
後
、
推

進
組
織
は
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
91

年
発
足
）
か
ら
共
用
品
推
進
機
構（
99

年
同
）に
発
展
し
、
共
用
品
の
原
則
や

定
義
を
定
め
・
改
定
し
た
。
２
０
１
８

年
に
は
「
共
用
品
」
が
広
辞
苑 

第
七
版

（
岩
波
書
店
）に
初
め
て
収
載
さ
れ
た
。

共
用
品
を
提
唱
し
た
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
発
足
か
ら
30
年
近
く
を
経
て
社

会
的
な
認
知
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２
．「
不
便
さ
」
を
共
有
す
る

不
便
さ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
当

初
か
ら
「
不
便
さ
調
査
」（
１
９
９
２

年
か
ら
、
感
覚
障
害
、
知
的
障
害
、
高

齢
者
、
妊
産
婦
ほ
か
）
を
始
め
、
次
の

段
階
と
し
て
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」

（
２
０
１
３
年
か
ら
）を
行
っ
て
い
る
。

Ｅ
＆
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
企
画
し

て
、
銀
座
を
舞
台
に
展
示
会
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
は
銀
座
か
ら
」（
97
年
）を
開
い

た
。
そ
の
後
は
共
用
品
推
進
機
構
と
し

て「
国
際
福
祉
機
器
展
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
毎
年
）ほ
か
の
展
示
会
に
出
展
し
て
い

る
。「
と
も
と
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」

（
２
０
２
５
年
）も
そ
の
延
長
に
あ
る
。

調
査
事
業
に
は
不
便
さ
を
調
べ
て
産

業
界（
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
側
）

や
行
政
と
共
有
す
る
意
味
が
あ
り
、
展

示
会
に
は
そ
れ
ら
を
整
理
・
概
念
化
し

て
発
信
す
る
意
義
が
あ
る
。
こ
う
し
た

直
接
の
目
的
と
と
も
に
、
事
業
と
し
て

行
っ
て
対
外
発
信
し
、
社
会
の
受
け
止

め
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
、
活
動
の
発
展
と

組
織
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

３
．
産
業
が
取
り
組
む「
環
境
」を
創
る

１
９
９
５
年
に
市
場
規
模
の
公
表
を

始
め
た
。
市
場
規
模
を
調
べ
る
前
に
、

調
査
対
象
の
定
義（
何
が
共
用
品
に
該

当
す
る
か
）、
さ
ら
に
そ
の
前
に
福
祉

用
具
や
一
般
品
な
ど
と
対
比
し
つ
つ
共

用
品
の
概
念
を
整
理
し
た
。
調
査
と
結

果
の
公
表
は
、
現
在
も
共
用
品
推
進
機

構
が
行
っ
て
い
る
。

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド（
96
年
）か
ら
始

め
て
産
業
標
準
化
を
進
め
、サ
ー
ビ
ス
を

含
む
多
く
の
品
目
に
広
げ
て
い
る
。
国
際

標
準
化
に
も
取
り
組
み
、
日
本
が
提
案

し
て
横
断
的
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド

71
「
規
格
に
お
け
る
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

配
慮
指
針
」（
現
在
名
称
、
２
０
０
１
年

制
定
、
14
年
改
定
）に
つ
な
げ
た
。

共
用
品
の
普
及
が
持
続
す
る
に
は
産

業
の
活
動
と
調
和
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
場
規
模
の
推
移
が
測
定
で
き
る
形
で

提
供
さ
れ
、
産
業
標
準
が
共
有
さ
れ
る

こ
と
は
必
要
条
件
で
あ
る
。
共
用
品
推

進
機
構
は
こ
う
し
た
活
動
を
事
務
局
と

し
て
担
っ
て
い
る
。
機
構
は
各
種
の
活

動
を
行
う
と
と
も
に
経
験
と
組
織
力
を

蓄
積
し
、
よ
り
本
格
的
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

４
．「
政
策
」
と
「
社
会
」
に
寄
与

共
用
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
と

活
用
に
は
、
受
け
手
の
側
も
送
り
手
の

側
も
、
広
い
分
野
の
人
た
ち
が
関
わ
る
。

当
事
者
や
供
給
者
が
と
も
に
分
野
横
断

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
す
き
間
の
な

い
普
及
が
可
能
に
な
る
。
２
０
０
３
年

に
共
用
品
推
進
機
構
が
中
心
と
な
っ
て

後
者
の
横
断
的
な
組
織
で
あ
る
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
機
構
を
組
織
し

た
。
専
門
性（
例
：
家
電
、
交
通
、
包
装
）

を
持
つ
団
体
や
政
府
の
事
業
を
行
う
組

織（
例
：
福
祉
用
具
、
規
格
、
製
品
安
全
）

が
参
加
し
、
共
用
品
推
進
機
構
は
そ
の

事
務
局
を
務
め
て
い
る
。

国
連
障
害
者
権
利
条
約
の
締
結

（
２
０
１
４
年
）
に
先
だ
っ
て
障
害
者

基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。
同
法
が
設
け

た
内
閣
府
障
害
者
政
策
委
員
会
に
は
共

用
品
推
進
機
構
か
ら
も
委
員
が
加
わ
っ

た
。
条
約
の
基
本
で
あ
る
障
害
の
社
会

モ
デ
ル
で
は
、
環
境
の
不
備
は
障
害
を

つ
く
る
一
因
と
さ
れ
る
。
共
用
品
に
も

責
任
が
生
じ
う
る
。
政
策
委
員
会
の
都

度
、
機
構
に
関
係
者
が
集
ま
っ
て
発
言

を
準
備
し
て
委
員
会
に
反
映
さ
せ
た
。

い
ま
機
構
で
は
合
理
的
配
慮
の
紹
介
と

普
及
を
行
っ
て
い
る
。

共
用
品
の
活
動
は
こ
う
し
て
分
野
間

連
携
や
、
政
策
へ
の
実
践
の
反
映
を
通

じ
て
寄
与
し
て
い
る
。連
携
や
実
践
は
、

機
構
の
前
身
時
代
か
ら
の
特
色
で
あ

り
、
活
動
の
広
が
り
と
共
に
そ
の
精
神

を
も
社
会
に
普
及
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
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は
じ
め
に

近
年
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
入
り

口
と
し
て
、
情
報
の
取
得
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
参
加
申
し
込
み
等
々
、
ス
マ
ホ

の
利
用
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合
が
多

い
。
そ
の
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
側
で
あ
る
高
齢
者
の
多
く
は
、
ス
マ

ホ
を
持
っ
て
い
る
が
使
い
方
の
知
識
が

十
分
で
な
い
場
合
は
多
い
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
必
要
と
し
て
い
る
人
々
に
そ
れ

が
適
切
に
届
い
て
利
活
用
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
を
生
む
一
種
の
障

壁
と
も
言
え
る
よ
う
な
現
状
が
あ
る
。

筆
者
が
所
属
す
る
早
稲
田
大
学
人
間

科
学
部
で
は
、
広
範
な
社
会
課
題
に
対

し
て
学
際
的
立
場
か
ら
同
僚
た
ち
と
実

証
実
験
研
究
や
社
会
実
装
を
目
指
し

た
教
育
研
究
に
携
わ
っ
て
お
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
所
沢
市
と
も
研
究
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
長
年
連
携
関
係
を

構
築
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
冒

頭
の
課
題
に
対
し
て
、
市
役
所
の
興
味

深
い
取
り
組
み
に
触
れ
る
機
会
が
あ

り
、
機
関
誌
『
イ
ン
ク
ル
』
の
趣
旨
に

も
沿
う
事
例
と
し
て
、
紙
面
を
借
り
て

紹
介
し
た
い
。

『
富
岡
シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
学
園
』
事
業

本
稿
で
紹
介
す
る
所
沢
市
の
事
業
の

内
容
を
端
的
に
表
現
す
る
と
、
高
齢
ス

マ
ホ
ユ
ー
ザ
ー
の
質
問
に
若
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
答
え
る
と
い
う
事
業
で
あ

る
。質
問
す
る
側
は
地
域
の
高
齢
者
で
、

回
答
す
る
側
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
校

生
や
大
学
生（
以
下
：
学
生
）で
あ
る
。

私
が
今
回
同
席
す
る
機
会
を
得
た
の

は
、
市
内
の
富
岡
地
区
で
の
高
評
価
を

踏
ま
え
て
、
５
月
下
旬
に
初
め
て
別
地

区（
新
所
沢
）の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
出
張
開
催
さ
れ
た
回
で
あ
っ
た
。
相

談
開
始
の
30
分
前
に
は
学
生
た
ち
が
集

合
し
、
担
当
職
員
を
中
心
と
し
た
『
大

人
』
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
基
本

的
な
注
意
点
の
説
明
が
あ
っ
た
。
学
生

も
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
、
特
に
混
乱
は

な
く
開
始
時
刻
を
迎
え
た
。

当
日
は
学
生
20
数
名
で
、
広
い
会
場

に
は
学
生
の
人
数
分
の
３
人
掛
け
テ
ー

ブ
ル
が
並
ん
で
お
り（
学
生
の
協
力
で

短
時
間
で
会
場
作
り
が
で
き
た
模
様
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
に
高
齢
者
が
誘

導
さ
れ
る
と
、
今
回
は
一
枠
30
分
程
度

と
し
て
早
速
や
り
と
り
が
始
ま
っ
た
。

因
み
に
『
大
人
』
と
呼
ば
れ
る
ス

タ
ッ
フ
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

担
当
の
方
に
加
え
て
、
他
に
も
専
門
的

な
部
分
に
詳
し
い（
株
）
ジ
ェ
イ
コ
ム

所
沢
局
の
方
や
、
シ
ニ
ア
世
代
と
の
接

し
方
に
詳
し
い
地
元
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
方
と
の
体
制
が
構
成
さ
れ

て
お
り
、
回
答
に
困
る
よ
う
な
際
に
は

学
生
が
挙
手
し
て
『
大
人
』
と
一
緒
に

対
応
す
る
体
制
が
取
ら
れ
て
い
た
。
相

談
中
も
挙
手
が
あ
れ
ば
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
『
大
人
』
が
関
与
す

る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
て
い

た
。
当
日
の
高
齢
者
は
学
生
の
２
倍
強

来
ら
れ
て
い
て
、
特
に
厳
し
く
制
限
時

間
の
入
れ
替
え
と
言
う
こ
と
も
な
く
、

２
回
転
強
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
。

相
談
終
了
後
に
は
、
学
生
た
ち
と

『
大
人
』
が
車
座
に
な
り
、
毎
回
30
分
程

度
の
反
省
会
が
あ
る
。
対
応
し
た
質
問

項
目
や
各
学
生
か
ら
の
気
付
き
の
共
有

で
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
が
学
生
た

相談の様子

反省会の様子

シ
ニ
ア
に
ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
！

所
沢
市 

富
岡
シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
学
園
の
試
み

早
稲
田
大
学　

藤ふ
じ
も
と
ひ
ろ
し

本
浩
志
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ち
に
と
っ
て
も
大
変
意
義
深
い
経
験
で

あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
こ

の
事
業
を
企
画
運
営
し
て
い
る
担
当
の

方
に
よ
る
と
、
学
生
一
人
一
人
が
次
回

開
催
に
向
け
た
改
善
案
等
の
意
見
を
出

し
合
っ
て
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
学
生
た
ち
自
身
が
事
業
を
作
り
上

げ
る
土
壌
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
若
者
に
市
の
事
業
へ
の
当
事

者
意
識
を
感
じ
て
も
ら
う
点
か
ら
も
意

義
を
感
じ
る
。

個
人
的
な
雑
感

以
下
、
現
場
で
学
生
の
様
子
見
て
い

た
り
、
そ
の
中
の
何
人
か
と
話
を
し
た

こ
と
で
受
け
た
個
人
的
な
感
想
を
述
べ

る
。
学
生
全
員
か
ら
聞
い
た
訳
で
は
な

い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
そ
う
い
う
学
生

も
い
た
と
言
う
こ
と
で
紹
介
し
た
い
。

学
生
に
は
謝
金
が
支
払
わ
れ
な
い
の

に
、
な
ぜ
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
こ
の
事

業
に
参
加
す
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
。

謝
金
は
無
い
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明
書

が
発
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
は

う
れ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に

昨
今
、
受
験
や
就
職
活
動
等
で
役
立
つ

よ
う
だ
。
で
も
た
と
え
僅
か
で
あ
っ
て

も
や
は
り
謝
金
が
あ
っ
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
振
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
も

否
定
し
な
い
が
謝
金
目
当
て
で
来
ら
れ

る
の
も
違
う
か
な
と
い
う
感
じ
で
今
の

条
件
で
も
参
加
す
る
学
生
た
ち
と
こ
の

事
業
に
関
わ
り
た
い
と
い
う
意
見
も
聞

い
た
。
ま
た
、
日
頃
は
高
齢
者
と
直
接
話

を
す
る
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
る
訳
で
は

な
い
の
で
、
話
を
し
て
い
て
も
楽
し
い
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
遠
方
で

暮
ら
す
お
孫
さ
ん
と
写
真
の
や
り
と
り

が
で
き
る
と
か
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
と
か
、
ス
マ
ホ
の
操
作
方
法
の
相

談
に
限
ら
ず
合
間
に
普
通
の
世
間
話
を

す
る
時
間
も
楽
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

３
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
の
両
端
に
座
る

こ
と
に
な
る
が
、
相
談
中
に
ど
ん
ど
ん

距
離（
距
離
感
も
）が
近
づ
い
て
い
く
こ

と
を
感
じ
た
。
ま
た
高
齢
者
が
テ
ー
ブ

ル
に
誘
導
さ
れ
て
き
た
ら
、
ご
く
自
然

に
椅
子
を
引
い
た
り
、
ま
た
一
人
の
相

談
者
が
杖
を
テ
ー
ブ
ル
に
立
て
か
け
て

座
ろ
う
と
し
た
際
に
そ
の
杖
を
床
に
倒

し
て
し
ま
っ
て
か
が
ん
で
拾
お
う
と
し

た
際
に
、
学
生
が
優
し
く
そ
れ
を
制
し

て
自
ら
素
早
く
拾
う
姿
が
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
大
学
で
私
の
授
業
を
履

修
し
て
い
た
者

が
１
名
い
た
の

で
少
し
合
間

に
話
を
し
て

み
た
。
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
は

所
沢
市
内
の

別
地
域
と
な
る

が
、
近
く
に
も

ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
が
あ
る（
市
内
に
は
11
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
）の
で
、

も
し
も
そ
ち
ら
で
も
同
様
の
シ
ニ
ア
ス

マ
ホ
学
園
事
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
な

ら
、
大
学
の
友
人
た
ち
も
参
加
す
る
の

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
既
に

多
く
の
学
生
た
ち
が
登
録
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
今
後
も
参
加
学
生
の
掘
り
起

こ
し
の
可
能
性
と
共
に
、
事
業
の
持
続

可
能
性
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に

決
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
自
然
に

で
き
る
若
者
た
ち
ば
か
り
で
は
な
い
と

承
知
は
し
て
い
る
が
、
今
回
の
事
業
の

様
子
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に
し
て
、

あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
感
想
と
し
て
若

者
世
代
へ
の
期
待
感
が
膨
ら
ん
だ
。

同
様
の
取
り
組
み
が
、
他
の
自
治
体

で
も
試
み
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ

と
は
理
解
し
つ
つ
、
少
な
く
と
も
所
沢

市
の
こ
の
取
り
組
み
は
、
広
範
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
活
用
率
の
向
上
を

目
指
す
際
の
、
入
り
口
に
於
け
る
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
機

能
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
学
生
た

ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
退
室
さ

れ
る
高
齢
者
の
表
情
か
ら
満
足
感
が
見

て
取
れ
た
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

担
当
職
員
ら
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
努
力

に
よ
っ
て
、
今
後
も
引
き
続
き
事
業
が

継
続
し
て
一
つ
の
成
功
事
例
を
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
ご
関
係
の
皆
さ

ん
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

シニアスマホ学園ボランティア募集チラシ
（所沢市のホームページより）
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アクセシブル・ブックスの入り口として
～本の総合カタログ Books ～

一般社団法人日本出版インフラセンター　落
おちあい

合早
さ な え

苗

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
は
、
１
９
９
７
年
に

日
本
書
籍
出
版
協
会
の
「
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
日
本
書
籍
総
目
録
」
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
日

本
出
版
イ
ン
フ
ラ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｐ

Ｏ
）
の
下
部
組
織
「
出
版
情
報
登
録

セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）」
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
統
合
、
運
営
も
Ｊ
Ｐ
Ｏ
が

引
き
継
ぎ
、
本
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
年
の
６
月
に
「
視
覚
障
害
者

等
の
読
書
環
境
の
整
備
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
）
が
成
立
・
施
行
さ
れ
、
Ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
ｓ
は
読
書
に
困
難
を
抱
え
る
方
に

と
っ
て
も
使
え
る
道
を
探
り
は
じ
め

ま
す
。

本
の
総
合
カ
タ
ロ
グ
を
目
指
し
て

２
０
２
２
年
10
月
に
は
、
紙
の
書

籍
だ
け
で
な
く
、
電
子
書
籍
も
検
索

で
き
る（
た
だ
し
、
底
本
が
紙
書
籍

で
あ
る
も
の
に
限
る
）サ
イ
ト
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
電
子
書
籍
は

文
字
の
拡
大
が
で
き
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ン
ド
ル
ス
ト
ア
な

ど
の
一
部
の
書
店
で
は
、
制
作
の
仕

方
に
よ
っ
て
、
合
成
音
声
読
み
上
げ

（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
が
で
き
る
電
子
書
籍
も

あ
り
ま
し
た
。
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
読
み
た
い
本
の
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
は
、
読
者
の
利
便
性
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
０
２
３
年
３
月
に
は
、

ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
規

格
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｘ 

８
３
４
１
―
３
：

２
０
１
６
「
Ａ
」
に
準
拠
し
、
音
声

読
み
上
げ
に
対
応
し
ま
し
た
。
翌

２
０
２
４
年
３
月
に
は
、
国
立
国
会

図
書
館
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
通
じ
て
、
国
立

国
会
図
書
館
や
サ
ピ
エ
で
閲
読
可
能

な
点
字
デ
ー
タ
や
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
デ
ー

タ
に
関
す
る
情
報
も
表
示
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

一
方
、
Ｊ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
の
登

録
も
開
始
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
の

点
数
も
、
さ
ら
に
は
Ｔ
Ｔ
Ｓ
対
応
の

点
数
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
雑
誌

の
登
録
も
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
て
、

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
で
検
索
で
き
る
出
版
物

は
、
今
や
４
０
０
万
点
を
超
え
る
ま

で
に
膨
ら
み
ま
し
た
。
文
字
通
り
本

の
総
合
カ
タ
ロ
グ
へ
と
着
実
に
進
化

し
て
い
ま
す
。

今
年
２
０
２
５
年
４
月
に
は
、「
ア

ク
セ
シ
ブ
ル
ブ
ッ
ク
を
探
す
」
に

絞
っ
た
機
能
を
付
加
し
、
専
用
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

読
書
を
あ
き
ら
め
な
い
で
ほ
し
い

盲
学
校
に
は
、
サ
ピ
エ
図
書
館
が

利
用
で
き
る
こ
と
や
、
図
書
館
で

リ
ク
エ
ス
ト
す
れ
ば
、
対
面
朗
読
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
知

ら
な
い
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
が
案

外
多
い
そ
う
で
す
。
は
じ
め
か
ら
本

を
読
む
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
変
悲
し

い
こ
と
で
す
。

本
好
き
に
と
っ
て
は
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
手
に
入
る
新
刊
の
情
報

を
、誰
に
で
も
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。ア
ク
セ
シ
ブ
ル
ブ
ッ
ク
を

今
後
ど
う
増
や
し
て
い
く
か
は
、
と

て
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
本

の
情
報
そ
の
も
の
に
ア
ク
セ
ス
す
る

道
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。本の総合カタログ Books

https://books.or.jp
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ふれる博物館　「キャラクターをさわろう」展　開催中
日本点字図書館　伊

い と う

藤宣
のぶざね

真

く
ま
モ
ン
、
ド
ラ
え
も
ん
、
今
話

題
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
。
晴
眼
者
は
姿

か
た
ち
を
容
易
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ

ま
す
が
、
そ
れ
ら
有
名
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
さ
え
、
見
た
こ
と
が
な
い
全

盲
の
視
覚
障
害
者
は
か
た
ち
を
想
像

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
誌
で

も
た
び
た
び
紹
介
し
て
お
り
ま
す
当

館
附
属
ふ
れ
る
博
物
館
で
は
、
こ
の

た
び「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
さ
わ
ろ
う
」

と
題
し
た
企
画
展
を
９
月
13
日
ま
で

開
催
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ふ
れ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
れ
る
博
物
館

ふ
れ
る
博
物
館
は
、
２
０
１
８
年

４
月
に
日
本
点
字
図
書
館
分
館
に
お

い
て
開
館
し
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者

が
、
２
次
元
、
３
次
元
の
情
報
を

理
解
す
る
た
め
の
、
点
字
、
音
声
に

加
え
た
新
た
な
触
察
と
い
う
手
段

の
情
報
提
供
で
す
。
大
お
お
う
ち
す
す
む

内
進
氏（
国

立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
名
誉

所
員
）
に
よ
る
「
手
と
目
で
み
る
教

材
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
か
ら
所
蔵
物
を

お
借
り
し
て
展
示
す
る
こ
と
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
は
多
く
の

団
体
や
企
業
等
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
多
様
な
企
画
展
を
開
催
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

展
示
物
の
提
供
依
頼

ふ
れ
る
博
物
館
は
、
点
字
図
書
館

事
業
の
延
長
線
上
に
あ
り
利
用（
来

館
）
は
無
料
で
、
収
入
が
な
い
分
費

用
は
極
力
切
り
詰
め
、
展
示
す
る
資

料
は
購
入
で
は
な
く
無
償
で
提
供
い

た
だ
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
い
っ
て
も
分

野
が
広
く
、
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択

し
、
ど
こ
に
展
示
資
料
の
依
頼
を
す

れ
ば
よ
い
か
、
元
お
も
ち
ゃ
博
物
館

館
長
の
久く

め

い
米
井
靖や
す
ひ
ろ裕
様
、
共
用
品
推

進
機
構
の
星ほ
し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之
専
務
理
事
に
相

談
し
展
示
物
を
選
定
、
玩
具
と
し
て

あ
る
も
の
は
一
般
社
団
法
人
日
本
玩

具
協
会（
以
下
、
日
玩
協
と
い
う
。）

の
協
力
を
得
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

日
玩
協
は
、
本
誌
１
２
０
号
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
障
害
の
有
無

に
関
係
な
く
一
人
で
も
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
楽
し
い
玩
具
を
届
け
た
い

と
、「
共
遊
玩
具
」
の
開
発
・
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

本
展
の
主
旨
に
す
ぐ
に
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し
た
。

今
ま
で
の
展
示
会
で
は
施
設
の
所

蔵
品
や
、
私
物
を
お
借
り
し
て
い
た

た
め
、
権
利
関
係
に
は
触
れ
ず
、
当

館
の
責
任
で
対
応
で
き
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
企
業
か
ら
借
り
る
た

め
、
い
っ
た
ん
版
権
を
持
っ
て
い
る

会
社
に
お
伺
い
を
立
て
な
い
と
企
業

に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
版
権

の
処
理
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
原
稿
の
監
修
も

各
メ
ー
カ
ー
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
日
玩
協
に
加
盟
し
て
い
な

い
メ
ー
カ
ー
へ
は
月
刊
ト
イ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
特
別
顧
問
、
伊い
ぶ
き吹
文ふ
み
あ
き昭
様
に
ご

紹
介
い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
り
ま

し
た
。

そ
の
他
、
様
々
な
ご
協
力
を
得

て
、「
鉄
腕
ア
ト
ム
」、「
ピ
ー
ポ
く

ん
」、「
ち
い
か
わ
」、「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
」、

大
阪
・
関
西
万
博
「
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
」

等
々
、
昭
和
の
懐
か
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
か
ら
、
最
近
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
で
約
40
種
類
を
展
示
し
、
分
野
、

世
代
を
超
え
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ワ
ー

ル
ド
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

無
け
れ
ば
自
ら
作
る

無
い
も
の
に
つ
い
て
は
ス
タ
ッ

フ
が
製
作
し
ま
す
。
今
ま
で
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
の
幅
９
メ
ー
ト
ル
の
ゴ
ー
ル

ネ
ッ
ト
や
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
、
ロ
ー
マ

に
あ
る
真
実
の
口
な
ど
の
模
型
を
実

物
大
で
作
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
日

本
の
縄
文
時
代
、
古
墳
時
代
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
も
い
え
る
土
偶
・
埴
輪

の
模
型
を
製
作
し
展
示
し
、
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

展示様子

企画展
「キャラクターをさわろう」
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共用品３つの「初」 【事務局長だより】 星川安之

今回の特集「初」、共用品推進機構の３つの事業「調
査」、「標準化」、「普及」それぞれの初について紹介します。

1991 年４月、前身の市民団体Ｅ＆Ｃプロジェクトは、
日本点字図書館集会室で、初会合を開き、集まった 20
名で活動目的を確認し、１カ月に１回の会合を開くこと
を決めました。2 回、3 回と会合を重ねる中で、障害の
有無、年齢の高低に関わらず共に使える製品・サービス
を「共用品」と名づけ、3 回目の会合で、国立特殊教育
研究所に勤務されていた全盲の木

き づ か

塚泰
やすひろ

弘さんを皆で囲ん
で、木塚さんの「朝起きてから夜寝るまでの生活」を聞
いたことが、調査に関する「初」でした。多くのメンバー
は、それまで外側からしか見ていなかった視覚障害者の
内側である生活を初めて知り、目から鱗を落としました。

その体験がきっかけとなり、全国の視覚障害者 300 人
に「朝起きてから夜寝るまでの不便さ調査」を行いまし
た。アンケート用紙は、点字版、大きな活字版、音声版、
電話、対面など、それぞれの人にあった方式で行なった
ところ、山のように不便さが明らかになりました。
「平面に書かれた文字やイラスト、写真が分からな

い」、「思い通りに歩きまわることができない」が、２大
不便さでした。プロジェクトでは調査は出発点であり、
明らかになった課題の解決案を考える「班」が複数、結

成されました。パッケージ班、操作性
班、サービス班、ATM 班に加え、カー
ド班等が結成され、それぞれ解決案の
検討を行うことになりました。カード
班は当時、全盛だったプリペイドカー
ドが、電話用、交通用、買い物用など
が触って区別できないという不便さを受けて、デザイ
ナー、関係企業・業界に加えて、視覚障害当事者が知恵
を出し合いました。その結果、カードの左手前に、電話
用は半円、交通用は三角、買い物用は四角の切り欠きを
付ける案でまとまり、その後、当該分野初の日本産業規
格（JIS）となり、現在 48 種類になっているアクセシブル
デザイン関係の JIS の先導役となりました。

増えてきた共用品を知らせると共に、調査結果、標準
化の状況を多くの人に知っていただくために 1993 年に
初めて行ったのが、東京銀座のソニービルでの「共用品
展」でした。３回目の 97 年には銀座界隈 15 か所の企業
等に協力していただき「バリアフリーは銀座から」と題し
たところ、２週間で約 20 万人の人たちが参加してくだ
さいました。今回のインクルで紹介した内閣府主催の「と
もともフェスタ 2025」の副題「迎賓館からはじまる共生
社会」は、共用品推進機構からの提案が採用されました。

共用品通信
【イベント】
ともともフェスタ2025（５月30・31日）

【会議】
台湾共用品普及協会　会議（５月13日、６月３日）
ともともフェスタ2025 出展者・ボランティア説明会（５月20日）
第35回通常理事会（書面審議）（６月６日）
第29回定時評議員会（書面審議）（６月26日）
理事、監事、評議員意見交換会（７月３日）
網膜色素変性症協会　共用品WG（６月13日、７月３日）

【講義・講演】
跡見学園女子大学（５月13日）
中国地区信用組合協会（５月19日）

早稲田大学　藤本研究室（６月12日）
慶応義塾大学（６月17日）
台湾　金属工業研究発展中心（６月24日）

【報道】
時事通信社 厚生福祉 ５月20日 人を楽しませる仕事
時事通信社 厚生福祉 ６月13日 新宿区戸山図書館
トイジャーナル ６月号 未来のひみつの道具
トイジャーナル ７月号 ともともフェスタ2025
高齢者住宅新聞 ６月号 メニューの伝え方
高齢者住宅新聞 ７月号 集合住宅のコミュニケーション
シルバー産業新聞 ７月号 迎賓館でのイベント
包装タイムズ ６月16日 包装の力で共生社会に貢献
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表紙　ともともフェスタ 共用品推進機構・杉並区合同ブース

本誌の全部または一部を視覚障害者やこのままの形では利用できな

い方々のために、非営利の目的で点訳、音訳、拡大複写することを

承認いたします。その場合は、共用品推進機構までご連絡ください。

上記以外の目的で、無断で複写複製することは著作権者の権利侵害

になります。


